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令和４年３月３１日 

 

令和３年度 学校運営連絡協議会実施報告書 
 

１ 組織   

（１）東京都立小山台高等学校 学校運営連絡協議会（全日制課程） 

（２）事務局の構成  副校長、庶務・広報部主任、経営企画室長 計３名 

（３）内部委員の構成 

   校長〔協議会会長〕、副校長、経営企画室長、主幹教諭（教務部主任）、主幹教諭（生徒部主任）、 

主幹教諭（進路部主任）、主幹教諭（保健部主任）、主任教諭（庶務・広報部主任） 計８名 

（４）協議委員の構成 

      大学教授（学識経験者）、教育研究所副代表（卒業生保護者代表）、同窓会副会長（卒業生代表）、 

公益財団法人事務局長（関係団体代表）、品川区立中学校長、大田区立中学校長、品川区立小学校 

長（以上近隣小中学校長３名）、ＰＴＡ会長〔協議会副会長〕、ＰＴＡ副会長（以上保護者代表２

名） 計９名 

 

２ 令和３年度学校運営連絡協議会の概要 

（１）学校運営連絡協議会（第１回～第３回）の開催日時、会場、出席者、主な議題等 

＜第１回＞令和３年７月１日（木）午後４時から午後４時５０分まで 会議室にて 

   （出席）外部委員来校４名・Web 参加４名、内部委員・事務局８名 

   （主な議事）協議委員の委嘱及び自己紹介、学校経営概要説明、校務運営状況及び令和３年度 

１学期教育活動報告、校務分掌各部からの報告、評価委員選出、意見交換・協議 

＜第２回＞令和３年１１月２６日（金）午後４時から午後４時５０分まで 会議室にて 

   （出席）外部委員来校６名・Web 参加０名、内部委員・事務局８名 

   （主な議事）校務運営状況及び令和３年度２学期教育活動報告、校務分掌各部からの報告、 

令和元年度学校評価アンケート実施方法及び内容について、意見交換・協議 

＜第３回＞令和４年３月７日（月）午後３時から午後４時２０分まで 会議室にて 

   （出席）外部委員来校６名・Web 参加３名、内部委員・事務局８名 

   （主な議事）校務運営状況及び令和３年度３学期教育活動報告、校務分掌各部からの報告、 

令和３年度学校評価アンケート集計結果と今後の学校評価の集約について、 

学校評価に対する意見交換、協議 

（２）評価委員会の開催日時、会場、出席者、主な議題等 

  ＜第１回＞令和３年６月３０日（木）事前の書類郵送及びメールにて検討 

   （出席）外部委員２名、内部委員２名 

   （主な議事）評価委員長候補の選出、昨年度学校評価結果の分析・考察、今年度学校評価実施 

予定確認・内容検討、協議 

＜第２回＞令和３年１１月１５日（火）メールにて検討 

 （出席）外部委員２名、内部委員２名 

   （主な議事）学校評価の観点・項目、学校評価アンケートの内容・質問文の検討、実施時期の 

確認 

＜第３回＞令和４年３月１日（水）メールにて検討 

   （出席）外部委員１名、内部委員２名 

   （主な議事）学校評価アンケート集計結果の確認、課題の整理 

 

３  学校運営連絡協議会による学校評価（学校評価報告） 

（１）学校評価の観点 

・「授業等の学習に関すること」「学校生活に関すること」「学校の実践に関すること」について、教

職員、生徒、保護者、地域関係者の回答を比較できるように設問の内容をそろえて実施した。 

（２）アンケート調査の実施時期、回答数／対象、回収率 

  ・１２月中旬 全校生徒  ８４３人／９４２人  回収率：８９.５％（前年より１.８％増） 

  ・１２月下旬 保護者全員 ４７０人／９４２人  回収率：４９.９％（前年より１２.５％減） 

・１２月中旬 地域・住民 ３５３人（前年より１０６名増） 

  ・１２月下旬 教職員    ５２人／ ５７人  回収率：９１.２％（前年より１５.８％増） 
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（３）評価項目 

〇 評価項目は、授業、教科間連携、学習指導、学校生活、進路情報、生活指導、部活動、国際交

流、施設・設備、情報公開、満足度、学校運営、働き方改革、いじめ、体罰、新型コロナウイル

ス対策、ICT 教育とした。 

〇 アンケートの質問への回答は、Microsoft Forms による無記名の Web 回答とした。（地域は前年

度に引き続きマークシート方式とした。） 

（４）評価結果の概要 （校長や学校全般への意見・提言内容） 

 ○学習活動、指導体制について 

・授業の進度やレベルに関する項目では、生徒の肯定的回答の割合が７５％で、教職員とともに

３年連続増加している。 

 ・授業研究に関する項目では、教職員の肯定的回答の割合が９２％に達し、生徒や保護者の否定

的回答は３年連続減少している。 

・もっと学びたくなるような授業が行われているか、また通常の授業以外の学習機会が充実して

いるかという項目では、教職員の肯定的回答が３年連続増加しているのに対して、保護者は３

年連続減少している。 

○学校生活について 

・生活指導の項目では、生徒、保護者ともに肯定的回答が３年連続増加している。 

・班活動の満足度は、教職員、生徒、保護者、地域とも肯定的回答が９０％を超えている。ただ、

保護者の満足度は３年連続減少している。 

○その他 

・国際交流の推進の項目では、肯定的回答が全体的に減少した。 

・施設設備の項目では、生徒の肯定的回答が増えてきた。 

・情報公開の項目では、保護者の肯定的回答が３年連続減少している。 

・学校に対する総合的満足度に関して、生徒、保護者ともに肯定的回答が減少している。 

・働き方改革に関する項目では、教職員の肯定的回答は５２％にとどまった。 

○記述式意見 

・記述式意見の数は２２１件（教員９件、生徒８４件、保護者１０８件、地域２０件）であった。 

・保護者からの意見は、学習・行事４８件、施設２件、生活３０件、進路３件であった。 

・生徒からの意見は、学習・行事２７件、施設１２件、生活２６件、進路４件であった。 

（５）評価結果の分析・考察（校長や学校全般への意見・提言） 

○学習活動、指導体制について 

・デジタル端末を使用した授業を展開する、宿題や課題量を調整する等、引き続き授業改善を進

めてほしい。 

・授業評価を学校全体で行い、授業改善に繋げてほしい。 

○学校生活について 

・校則について見直し、女子のスラックスを導入してほしい。 

・もっと行事を実施してほしい。 

・コロナ感染を充実させてほしい。 

○学校評価について 

・学校からの情報をもっと流してほしい。 

 

４ 学校運営連絡協議会の成果と課題（学校の自己評価へ反映） 

（１）学校運営連絡協議会を実施して得られた成果 

○ 進学指導特別推進校として、生徒、保護者、地域（近隣中学校等）の進学指導の充実に対する期

待に応えるため、更なる学習環境の充実、授業改善、生活指導・進路指導とキャリア教育の充実、

進学実績の向上、教育課程の見直し等について、組織的計画的に実践していく必要性を改めて認

識した。 

（２）学校運営連絡協議会を実施して明らかとなった課題 

○ 新型コロナウイルス感染症対策として、班活動や学校行事を大幅に制限せざるを得ないことに

対する、生徒・保護者の不満にどのように応えていくのか。 

○ 学校見学の制限から、小山台の魅力を外部に発信する機会が減ったことについて、どのような

対策を講じるのか。 

○ 保護者会や保護者参観、PTA 活動の制限等により、保護者が学校と関わる機会が減ったことに
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よる、保護者の学校に対する不信感をそのように払拭したらよいか。 

○ 学習と班活動・学校行事等との両立が難しいと感じる生徒・保護者に対し、学校としてどのよう

に取り組んでいくのか。 

 

５ 学校運営連絡協議会及び学校評価を活用した教育活動の改善事項（学校経営計画へ反映） 

（１）学校運営 

〇生徒・保護者に対して、保護者会や学校ホームページにより日頃の学校の教育活動を発信し、理

解を得る。ＰＴＡと協力し、ＰＴＡ連絡メールを活用する。 

（２）学習指導 

  〇主体的・対話的で深い学びの実現に向けて、学ぶ意欲を高める授業を工夫する。また、令和４年

度新入生の一人１台端末の導入を見据え、ICT 機器の活用をさらに推進する。 

○教員、教科間の連携を密にし、課題量や小テストの調整を組織的に行う体制を構築し、実践する。 

（３）特別活動 

  〇生徒、教職員が協力して、小山台レガシーを継承する取り組みに力を入れる。 

  ○班活動や学校行事において、都の指導方針に則り、コロナ対策にしっかりと取り組む。 

（４）生活指導 

  〇地域におけるマナーの向上に組織的に取り組む。 

（５）進路指導 

  〇現役生の第一志望合格が達成できるよう、進路指導部を中心に具体的な数値目標達成に向けた取

り組みを継続する。 

（６）健康・安全 

  〇班活動は都の部活動ガイドラインに沿って、適切に休養日を確保する。 

  ○教職員の働き方改革を実効性のあるものとする。 

 

６ 「学校が良くなった」と考える協議委員の割合 

（１）協議委員人数 ９人 

（２）学校が良くなったと答えた協議委員の人数 

 

そう思う 
多少そう 
思う 

どちらとも
言えない 

あまりそう
思わない 

そう 
思わない 

分からない 無回答 

５ ４ ０ ０ ０ ０ ０ 

 

・学校評価アンケートの質問２～３等での上昇は、コロナ禍の中での先生方の授業改善が確実に行

われていたものと考えます。 

・新型コロナ禍、対面での行事、集団での行事、意見交換の場が失われ、普通に伝わることが伝わら

なくなっている。小山台の特徴が失われるかもしれないと危惧している一方、悪い伝統は修正す

る良い機会と考えるべきかと思います。 

・学校評価アンケートにおいて、生徒の回答が肯定的回答が上昇したのが８項目、下降したのが１

項目、また否定的回答が減少したのが８項目、増加したのが２項目であることから、「学校が良く

なった」と考える。 

・立場・環境の違うメンバーが、学校運営、生徒のために報告・連絡・相談等の場は非常に重要。 

・コロナ禍における個々の対応に完全な正解はなく、探りながらの運営で本当に大変であったと思

います。高校生なので、保護者がどこまで関わるかにもよりますが、学校との情報共有にストレス

を感じました。そのためにPTAがありますが、今後の改善ポイントの１つであると考えています。 

・中学生の進学について、希望校の筆頭に上がる学校であり、通学している生徒のようすも非常に

良い姿を多く見かける。 

・青丸よりも赤丸（注：３年連続して増加傾向にあるデータには赤丸、３年連続して減少傾向にある

データには青丸を付けています）のほうが多いから（学校が良くなったと多少そう思う）。評価は

ともかく、この２年間、コロナという環境の下、皆様努力（先生、保護者、そして生徒）に頭が下

がる思いです。 

・昨年度のこやまつり、今年度の体育館での発表と、文化祭の代替行事を開催してくださりありがと
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うございました。致し方ない事ですが、合唱コンクールが開催できず、 現１、２年生に現 3 年生 

が引き継げなかった事が残念でなりません 。今年度も保護者が参加できる行事もなく、学校との

関わりが少なった分、学校からの情報がないと思っている保護者が多かったように感じます。 

Teams（子ども経由）での保護者宛情報が親に届かないのは、親子の問題だと思いますが、Teams 

以外にも、親に直接届くマメール配信をもっと利用してくださって構いませんので、学校からの

情報が保護者に届くように PTA を活用してくださいませ。学校からの情報が届かないと、学校の

ご対応や小山台の良さが伝わらず、悪いイメージばかりが大きくなり、そのイメージが保護者間 

に広がり、子どもにも影響し、悪循環になってしまうようにも感じました。最後になりましたが、 

PTA 活動へのご理解とご協力をいただきありがとうございました。 

校長先生と一緒に修学旅行に行きたかったです。 

 

７ 職員会議及び企画調整会議への協議委員の参加実績及び成果 

  【実績】  職員会議 なし    企画調整会議 なし 

  

８ その他 

 ・保護者のアンケート回収率を高めるため、ＰＴＡに協力を依頼する。 

 ・評価精度の更なる向上のため、地域・来校者に対しても Office365 によるアンケートを実施する。 


